
 

こここころろをを結結ぶぶ共共生生時時代代ににむむけけたた技技術術戦戦略略をを探探るる  
ーー  人人とと人人、、人人とと人人工工物物ををととりりももつつ  

共共生生ココミミュュニニケケーーシショョンン   とと   ビビジジネネススチチャャンンスス  ーー 
  

 
主  催：横幹連合、精密工学会、日本感性工学会 
協 賛：日本機械学会、情報処理学会、電子情報通信学会 
日  時：2006 年 10 月 14 日（土）13:00 ～ 18:10  
会  場：中央大学 後楽園キャンパス 3 号館 10 階 大会議室（東京都文京区春日 1－13－27） 

参 加 費：主催・協賛学会会員 2,000 円、一般 5,000 円、学生 1,000 円（ただし先着 20 名まで無料） 

参加申込方法：【事前】横幹連合ホームページ(http://www.trafst.jp/)よりオンラインにてお申込みください。 

【当日】当日受付にて承ります。（ただし定員に達し次第、受付終了となります。） 
 

【企 画 趣 旨】 21 世紀は多様性の時代であると同時に共生の時代であると言われています。ここでは、

物質的な豊かさを超えてこころの豊かさが求められ、一人ひとりの価値観や特質を理解し

ながら、相互に支え合うことのできる社会を実現することが基本的な目標となってきてい

ます。そのためには、単なる「生存」ではなく、より「質的な満足感」や「よろこびが得

られる満足感」をともなった QOL（クオリティーオブライフ：人生・生活の質） やコミ

ュニケーションの考え方に基づいて「共生」するとの視点を持つことが重要です。 
本シンポジウムでは、「人が人・社会・環境・工業製品などと共生」するには、どのよう

な学問や技術分野が関連し、それがどのように経済活動につながるかなどを、「共生」と

関わる様々な分野から掘り下げます。これからの共生の時代を迎えるにあたって、これら

の講演・議論を通して「共生の時代」には学問だけでなく、どのようなビジネスチャンス

があるかをも考えていただける契機になることを願って本シンポジウムを開催します。 

 
 

【プログラム】  

13:00 開会のあいさつ 井越 昌紀  共生コミュニケーション支援 

調査研究会・分科会 主査、都立大学

13:10 ◆講演 
「人と人との共生に果たす情報環境・人工物の役割」 

 
三宅なほみ  中京大学 

 「ネットワーク時代にどう生きるか： 
進化するインターネットとそのトラブル」 野島 久雄  成城大学 

 「日常生活の脳科学」 久野 節二  筑波大学 

（14:40-14:50 休 憩 ） 
14:50 ◆講演 

「身体感覚を活かす共生コミュニケーション支援」 伊福部 達  東京大学 
 「ロボットの面からみた共生コミュニケーション支援」 平井 成興  産業技術総合研究所 
 「紙媒体をインターフェイスにしたユニバーサルゲームデザイン」 吉田 健治  法政大学 
 「ロボットが死の谷を飛ぶとき － 共生の意味すること」 秋澤  光   中央大学 

（16:50-17:00 休 憩 ） 
17:00 ◆パネル討論 

「人と人、人と人工物をとりもつ共生コミュニケーションと
ビジネスチャンス」 

 
司会・コーディネータ 
加藤 俊一  中央大学 

18:00 閉会のあいさつ 鈴木 久敏  横幹連合理事・筑波大学 
 

 

（敬称略）

  

横幹連合 調査研究会／精密工学会 分科会 「共生コミュニケーション支援」企画シンポジウム 

司会  大倉 典子 芝浦工業大学
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【講 演 要 旨 】  

 
講 演 「人と人との共生に果たす情報環境・人工物の役割」 

 【講師】三 宅  な ほ み （中京大学 情報理工学部 教授） 

社会心理学、認知心理学、認知科学、学習科学を主たる専門、「＜家の中＞を認知科学する 変わ
る家族・モノ・学び・技術」（共著、新曜社）、「IT と文明 サルからユビキタス社会へ」（共著、NTT 出
版）、「人が学ぶということ」（共著、北樹出版）など多数。 

 

 【講演要旨】情報を扱う技術が爆発的に進化する社会では、多様な経験を整理したり統合したりし

て、初めて出会う問題状況に対応できる適応的な熟達化が求められる。最近、認知科学をベース

に、この適応的熟達の過程を科学的に解明し、ネットワーク技術を中心としたテクノロジによっ

てその過程を支援しようとする実践的な科学が世界的に台頭しつつある。本論では、このような

考え方の一端をなす協調的問題解決による知的深化の理論を紹介し、その応用として、テクノロ

ジを利用した大学での協調的な知的活動支援研究を概観したい。   

講 演 「ネットワーク時代にどう生きるか：進化するインターネットとそのトラブル」 
【講師】野 島  久 雄 （成城大学 社会イノベーション学部 教授） 

社会心理学、認知心理学、認知科学、学習科学を主たる専門、「＜家の中＞を認知科学する 変
わる家族・モノ・学び・技術」（共著、新曜社）、「IT と文明 サルからユビキタス社会へ」 （共著、
NTT 出版）、「人が学ぶということ」（共著、北樹出版）など多数。 

  
 

【講演要旨】（準備中） 
  

講 演 「日常生活の脳科学」 
【講師】久 野  節 二 （筑波大学 人間総合科学研究科基礎医学系 専攻長・教授） 

文科省の大型プログラムである２１世紀 COE プログラム「こころを解明する感性科学の推
進」のプロジェクト研究 「新しさに感動する脳機構の構造と行動発達に関する研究」代表、
論文多数。 

  

【講演要旨】人は感じて、考えて、そして行動する。このような日常のありふれた人の活動の

基盤に、脳の活動がある。この講演では、このような活動を産み出す脳の発達に及ぼす環境

の影響や人の感性に関わる脳の部位について実験的な事例を参考にして、概説する。   

講 演 「身体感覚を活かす共生コミュニケーション支援」 
【講師】伊 福 部  達 （東京大学 先端科学技術研究センター 教授） 

「福祉工学の挑戦―身体機能を支援する科学とビジネス」（ 中公新書）、「音の福祉工学」（ コロ
ナ社）、「音声タイプライタの設計」（CQ 出版）、「人工聴覚と脳科学」（脳研究の出発６ 神経科学
から生まれる未来工学, 共立出版(印刷中)）他多数。 

  

【講演要旨】コミュニケーションは視覚以外の身体感覚に訴えるノンバーバルな情報を授受するこ

とから始まり、それにより形成された概念や感性が人間の思考や行動を司る上での底流となる。

ここでは、演者が取り組んできた感覚補助代行の研究を通じて、コミュニケーション障害を支援

する上で身体感覚の役割がいかに大きいかを述べ、視覚に極度に依存したコンピュータネットワ

ークを共生コミュニケーション支援に活かす道について考察したい。 

（敬称略） 

  

  

横幹連合 調査研究会／精密工学会 分科会 「共生コミュニケーション支援」企画シンポジウム 



 
  

講 演 「ロボットの面からみた共生コミュニケーション支援」 
【講師】平 井  成 興 （産業技術総合研究所 知能システム研究部門 研究部門長） 

「知能システム技術－コンセプト志向の発想－」（分担執筆、丸善）、「自律分散をめざすロボットシ
ステム」（分担執筆、伊藤正美（編）、オーム社）、「マイクロマシン技術による製品小型化」（知能化
事典、産業調査会）、他多数。 

  

【講演要旨】これまでロボットは工場における単純労働の代替手段としてのみ考えられてきたが、

近年、その擬似生物的な外見や動作がもたらす効果を積極的に利用した研究もなされるようにな

ってきた。今回、当部門で開発されたメンタルコミットロボットを代表例に、人間との共生を目

指すロボットの研究活動を紹介する。   

講 演 「紙媒体をインターフェイスにしたユニバーサルゲームデザイン」 
【講師】吉 田  健 治 （法政大学 情報科学部 教授） 

3DCG ムービーの企画・制作を通して、エンターテインメント映像制作の実践的な技術を教授。紙
媒体のインタフェース・グリッドオンプットを開発し、株式会社ビジュアルサイエンス研究所を設立、
代表取締役。 

  

【講演要旨】人に優しいメディアである紙媒体とインターネット＆マルチメディアを見えないバー

コード GridOnpuT で繋ぎ、何時、誰でもが気軽に参加出来るユニバーサルゲームデザインを提

案する。   

講 演 「ロボットが死の谷を飛ぶとき―共生の意味すること」 
【講師】秋 澤  光 （中央大学 商学部 助教授） 

ベンチャービジネス戦略、企業家ネットワーキング、アントレプレナーシップ研究などの研究に従
事、公開講座で「新事業創出のための資源マネジメント」などを担当。 

  

【講演要旨】技術開発には死の谷があるといわれ、ロボット技術も例外ではない。必要とされるの

は、豊富な開発資金と、技術を執拗に鍛えてくれる理不尽なユーザーである。ロボット技術はそ

もそも何のために開発され、誰なら資金を出せるかが課題である。グローバルな利害対立が目立

ち始めていること、また公的機関－私企業どちらの資金も問題含みであることを再確認して、平

和利用に向けた工夫をビジネスの立場から考える。   

●  
 

主催：横幹連合／精密工学会／日本感性工学会  



 
 
 

 

 

 

・東京メトロ丸ノ内線・南北線『後楽園駅』から徒歩 5 分 
・都営大江戸線『春日駅』から徒歩 5 分 
・都営三田線『春日駅』から徒歩 7 分 
・JR 総武線『水道橋駅』から徒歩 15 分 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域安全学会 日本生物工学会 
 

日本応用数理学会 日本知能情報ファジィ学会 

応用統計学会 日本オペレーションズ・リサーチ学会 日本デザイン学会 

オフィス・オートメーション学会 日本感性工学会 日本統計学会 

可視化情報学会 日本経営工学会 日本時計学会 

形の科学会 日本経営システム学会 日本人間工学会 

経営情報学会 日本計算機統計学会 日本バーチャルリアリティ学会 

計測自動制御学会 日本計算工学会 日本バイオメカニクス学会 

研究・技術計画学会 日本行動計量学会 日本バイオフィードバック学会 

国際数理科学協会 日本コンピュータ化学会 日本品質管理学会 

システム制御情報学会 日本シミュレーション学会 日本リモートセンシング学会 

社会・経済システム学会 日本シミュレーション＆ゲーミング学会 日本ロボット学会 

情報文化学会 日本社会情報学会 ヒューマンインタフェース学会 

スケジューリング学会 日本植物工場学会 品質工学会 

精密工学会 日本信頼性学会 プロジェクトマネジメント学会 
 

交交通通案案内内   ■中央大学 後楽園キャンパス 

3 号館 10 階 大会議室 

東京都文京区春日 1－13－27 

横 幹 連 合 には、  
43 の学 協 会 が  
加 盟 しています。  

（2006.6 現在） 


